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町
や
関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
町
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会
」
で
は
、
拡
大
す
る
鳥
獣
被
害
に
対
応
す
る
た

め
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
、
田
畑
へ
の

侵
入
を
防
ぐ
電
気
柵
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、
町
内
で
は
過
去
最
高
の
頭
数
と
な

る
イ
ノ
シ
シ
59
頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
22
頭
を
捕
獲
し
ま
し

た
。
ま
た
、
電
気
柵
の
設
置
延
長
は
17
・
７
㌔
に
及
ん
で

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
年
の
農
作
物
被
害
は
町
内
全
体
で
10
・
８

㌶
と
な
っ
て
い
て
、
多
く
の
被
害
対
策
を
実
施
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（
グ
ラ
フ
１
）

　

イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
の
防
止
に

は
、
生
態
個
体
数
を
減
ら
す
た
め
の
「
捕
獲
」
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
農
作
物
を
守
る
電
気
柵
な
ど
を
用
い
て
の

「
侵
入
防
止
」
、
誘
引
物
の
除
去
や
緩
衝
帯
を
設
け
る
「
環

境
整
備
」
の
３
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
地
域
ぐ
る
み
の
取

り
組
み
が
、よ
り
効
果
的
な
対
策
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
日
常
的
に
対
策
を
と
る
こ
と
で
、
野

生
鳥
獣
の
出
没
し
に
く
い
地
域
に
し
ま
し
ょ
う
。

　私が狩猟を始めたのは、カラスの
有害駆除を考えていた時に、狩猟免
許の取得を勧められたことがきっ
かけでした。それからシカの巻狩り
などに参加し、活動を続けて19年に
なります。
　狩猟の魅力は、鳥獣を仕留めた時
の達成感はもちろんですが、仲間と
協力して取った獲物を食べること
ができるのも楽しみの一つです。
日々、山の恵みに感謝しながら活動
しています。
　町内で鳥獣による農作物被害が
年々増えてきていますが、農家の

方々の協力やハンターの尽力に
よって被害の拡大を何とか食い止
めている状態です。鳥獣パトロール
をしていると、やはり電気柵を設置
している農地は被害が少なくなっ
ていると目に見えて分かります。
　最近は、自分の農地を守るために
狩猟免許を取得する農家が増えて
おり、うれしく感じています。猟友
会には丁寧に指導できる先輩ハン
ターがたくさんいますので、狩猟に
興味のある人はぜひ声をかけてく
ださい。一緒に活動できる仲間が増
えてくれると心強いです。

西磐猟友会平泉分会

会長
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一緒に活動する仲間が増えてくれると心強い
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イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
行
政
や
農
業
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
で
こ
れ

ま
で
以
上
に
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

対
策
は
地
域
ぐ
る
み
で
行
お
う

町
内
の
鳥
獣
被
害
状
況

捕獲
【狩猟者による有害鳥獣捕獲】

環境整備
【住民による誘因物の除去など】

侵入防止
【行政による電気柵の補助など】

地域ぐるみでの
被害防止対策

イノシシ

二ホンジカ

グラフ１　イノシシ・二ホンジカによる被害の推移

(ha) (頭)

鳥獣対策の効果的な取り組みイメージ

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
「
平
泉
町
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
」
を
設
置
し
、
狩
猟
免
許
を
有
し
か
つ
捕
獲
に
関

す
る
専
門
的
な
知
識
を
も
つ
ハ
ン
タ
ー
を
隊
員
に
任
命

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
31
人
の
隊
員
が
町
の
非
常
勤
特
別
職
と
し

て
、
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
大
型
獣
に
対
し
、
わ
な

な
ど
を
用
い
て
捕
獲
す
る
任
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

■
狩
猟
免
許
の
取
得
補
助

　

町
で
は
、
捕
獲
の
担
い
手
で
あ
る
狩
猟
者
を
育
成
・
発

掘
す
る
た
め
、
狩
猟
免
許
を
新
た
に
取
得
す
る
人
に
対

し
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
取
得
を
検
討
す
る
場

合
は
、事
前
に
農
林
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
交
付
対
象

　

町
民
で
あ
り
今
後
、
西
磐
猟
友
会
お
よ
び
平
泉
町

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
加
入
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
人

▽
補
助
対
象
経
費

　
①
狩
猟
免
許
の
申
請
手
数
料
、②
狩
猟
者
登
録
の
申

請
手
数
料
、③
狩
猟
税
相
当
額

【
捕
獲
】

■
緩
衝
帯
を
つ
く
る

　

　

基
本
的
に
は
鳥
獣
は
、
と
て
も
警
戒
心
が
高
く
、
え
さ

場
の
で
き
る
だ
け
近
く
に
自
分
の
身
を
隠
せ
る
安
全
な

場
所
が
あ
る
と
安
心
し
ま
す
。

　

農
地
の
近
く
に
あ
る
耕
作
放
棄
地
や
管
理
不
足
の

林
、
藪
な
ど
は
、
こ
う
し
た
鳥
獣
の
隠
れ
場
と
な
り
ま

【
環
境
整
備
】

す
。
こ
う
し
た
隠
れ
場
を
解
消
し
、
森
林
と
農
地
の
間
に

緩
衝
帯
を
作
る
だ
け
で
、
大
き
く
被
害
が
減
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

■
放
任
果
樹
に
注
意
！

　

屋
外
に
放
置
さ
れ
た
放
任
果
樹
や
野
菜
く
ず
は
、
有
害

鳥
獣
の
大
好
物
で
す
。
こ
う
し
た
無
意
識
の
「
餌
付
け
」
が

集
落
や
農
地
に
鳥
獣
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鳥
獣
被
害
を
地
域
で
防
ご
う

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課　

☎
46
―
５
５
６
４

　

町
内
の
農
家
で
も
設
置
が
増
え
て
い
る
電
気

柵
。
有
害
鳥
獣
に
対
し
て
軽
い
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
る
こ
と
で
、
田
畑
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
「
心
理

柵
」で
あ
り
、高
い
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

■
侵
入
防
止
柵
補
助
事
業

　

町
で
は
、
有
害
獣
に
よ
る
農
作
物
等
被
害
に
お

困
り
の
町
民
・
地
域
に
、
侵
入
防
止
柵
資
材
購
入

費
を
補
助
し
ま
す
。
検
討
す
る
場
合
は
、
事
前
に

農
林
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
交
付
対
象
物

　

侵
入
防
止
柵

　

（
電
気
柵
、ワ
イ
ヤ

　

ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
、

　

金
網
柵
）

▽
交
付
対
象
経
費

　
　
対
象
物
の
資
材
費

【
侵
入
防
止
】

農家団体による電気柵の設置


